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市長からのトピックス

令和6年1月23日

1. 能登半島地震 被災地への支援

2. 「はぐはぐひろば柏たなか」の開設

3. 柏駅前送迎保育ステーションの開設

4. 柏地域と沼南地域の指定ごみ袋等の統一

5. 指定可燃ごみ袋をレジ袋として販売
（情報提供）

柏市オフィシャルウェブサイトリニューアル
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能登半島地震

被災地への支援

担当課：危機管理政策課
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■市の市営住宅を提供

■能登半島地震 災害義援金を受付

■市の職員等を被災地へ派遣

柏市の支援状況 危機管理政策課

※1月23日現在

≪珠洲市≫
・1/10～14 避難所運営支援に従事
・1/22～26 住家被害認定調査支援に従事
・1/25～29 避難所運営支援に従事
≪輪島市≫
・1/18～20 被災建築物応急危険度判定に従事
・1/26～2月末 給水車を出動し給水活動に従事
≪金沢市≫
・2/13～19 避難所における健康支援等に従事

令和6年能登半島地震 柏市支援特設ページ
https://www.city.kashiwa.lg.jp/noto-
earthquake/taio_ichiran.html

令和6年

▲▼避難所の様子

https://www.city.kashiwa.lg.jp/noto-earthquake/taio_ichiran.html
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「はぐはぐひろば柏たなか」の開設

担当課：子育て支援課
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「はぐはぐひろば柏たなか」

柏たなか地区に地域子育て支援施設を新設 子育て支援課

地域子育て支援拠点 「はぐはぐひろば若柴」が

R5.9月末の青少年センター閉鎖にともない移転

２月１日 オープン

10月～ 一時的に民間施設等のスペースにおい

て業務を継続

＼場所・名称を新たに再開／
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「はぐはぐひろば」とは・・・ 子育て支援課

「はぐはぐひろば」＝ 地域子育て支援拠点事業

子育ての孤立の防止及び負担を軽減するために

市内には他にも…

「はぐはぐひろば沼南」、児童センターや遊戯室、保育園に併設された子育て

支援センターなど、拠点が２２か所

子育て支援アドバイザー
が常駐しています

⚫乳幼児親子が安心して集うことができる場を提供

⚫親子同士の交流を通じた仲間づくり

⚫子育て関連情報の提供

⚫子育ての悩み相談、育児講座などを実施
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新施設の概要 子育て支援課

ホール

出入口

事務室

相談室

収納

給湯室

授乳室×２
トイレ

約１００㎡のホール！
２部屋に分けることも可能

【規模】

１階建て平屋 約 ２１５㎡

フレキシブルで床暖房を備えたホールのほか、
相談室、授乳室、多目的トイレ等を完備
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開設式のご案内 子育て支援課

◆ 日時：令和６年２月１日（木）

午前９時５５分～午前１０時５０分

※雨天時は午前１０時から開始

◆ 場所：柏市地域子育て支援施設内「はぐはぐひろば柏たなか」

セナリオハウスパーク柏たなか公園内（柏市大室１丁目４番）

柏市地域子育て支援施設内

「はぐはぐひろば柏たなか」開設式
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柏市地域子育て支援施設の概要 子育て支援課

◆ 場所

柏たなか駅前

「セナリオハウスパーク柏たなか」公園内

（柏市大室１丁目４番）

こどもは大好き
＼電車も見られます／

◆ 利用対象者

乳幼児 及び 乳幼児の保護者、 妊婦とその介助者

◆ 開設日時

月曜日～土曜日（祝日及び年末年始を除く）

午前９時３０分～午後４時３０分

※日曜日は開放日として、未就学児親子の

自由利用に供する。

※開設式取材の際は

こちらの駐車場をご利用ください
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柏駅前送迎保育ステーションの開設

担当課：保育運営課
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柏駅前送迎保育ステーションが

3月18日オープン

6階 ・ 施設管理職員執務室

5階 ・ 中高生世代の居場所事業

4階 ・ こども図書スペース

3階 ・ 送迎保育ステーション

2階
・ 妊娠子育て相談センター
（母子健康手帳交付・相談・伴走型支援）

1階
・ 乳幼児一時預かり
・ 遊びの広場

子ども・子育て支援複合施設 保育運営課

■柏市柏四丁目9番7号 ※旧そごう柏店アネックス館内

整備場
所

ＪＲ
柏駅
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＼ ／＼ ／

送迎保育ステーションとは 保育運営課

送迎保育ステーションと園をバスで結び、直接園に
行かなくても、朝の送り出しや帰りのお迎えができる

送迎ステーションで子どもの園での様子を
聞いたり、子育ての相談をしたりできる

【利用可能日】
月～土曜日
午前７時～9時
午後4時～７時
※祝日、年末年始を除く

【使用料】
月額 １、０００円

※送迎バス等の費用は別途
※午後6時以降の利用は、
延長利用料1回100円
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送迎保育ステーションの運営 保育運営課

◆サテライト方式で、切れ目のないサービスを提供
ステーションでの保育・バス送迎・園での保育を同一法人が実施して、切れ目のない保育・
保護者支援を行います。

◆バスの移動によるお子さんの負担を小さくします
送迎先を３法人の園に限定することで、バス乗車時間の最小化を図ります

柏みどりこども園（東中新宿）

手賀の丘幼稚園・保育園（五條谷）対象
施設

お子さんの顔と名前を知っている
職員が対応することで、お子さん
の健やかな育ちを支援します

＼5月からの利用者を募集／
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送迎保育ステーション事業の目的 保育運営課

• 柏駅周辺の小規模認可保育事業所等の卒園児の進級先として設定 （Ｒ７年度以降の進級）

• 既存の小規模認可保育事業所等の有効活用や、新設による0～２歳児の待機児童対策にも期待

※小規模認可保育事業所等（０～２歳児を保育）を利用
する保護者が、３歳児以降の園探しで苦労すること

働く保護者の
利便性向上

柏駅周辺の

「3歳の壁」※

解消

柏駅周辺は、新たに保育所や認定こど

も園を設置できる場所がほとんどなし
いわゆる

近年は狭い面積でも事業実施可能な

小規模認可保育事業所のみが開設
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オープニングイベント準備中

令和6年3月17日(日）

プレオープニングイベントを開催予定

詳細が決まり次第お知らせします。
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柏地域と沼南地域の指定ごみ袋等の統一

担当課：廃棄物政策課
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◆合併前～現在まで
柏地域のごみは柏市が処理を行い、沼南地域のごみは、柏・白井・鎌
ケ谷環境衛生組合が鎌ケ谷市のごみを含めて共同処理しているため、
柏・沼南の両地域でごみの分別・収集ルールが異なっている

◆令和４年１１月～
柏市と鎌ケ谷市においてごみの共同処理の解消を含めた協議を開始

この協議の進捗に合わせて、柏・沼南両地域におけるごみの分別・収
集ルールの統一を検討することに

ごみ処理におけるこれまでの経緯 廃棄物政策課
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柏地域と沼南地域の指定ごみ袋等の統一

【沼南地域における変更】

燃やすごみ
プラスチック系
ごみ

可燃ごみ
容器包装
プラスチック類

柏・沼南地域で異なる「主なごみの分別名称」と「指定ごみ袋の色」について

４月１日から柏地域を基本に統一します

廃棄物政策課

現在 現在

新新
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指定可燃ごみ袋をレジ袋として販売

担当課：廃棄物政策課
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そのまま、ごみ袋として再利用できる

レジ横で、1枚単位で
柏市指定可燃ごみ袋が購入可能になります

指定可燃ごみ袋をレジ袋として販売 廃棄物政策課

＼令和6年4月1日開始／

マイバックで足りないときに…

マイバックを忘れたときに…

レジ袋削減＝プラスチック削減！

レジ袋の代わりに利用して

※販売イメージ
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レジごみ袋販売店舗 廃棄物政策課

販売価格

1枚 10円前後
（各店舗により変更あり)

販売店舗一覧 （五十音順／R6.1.23現在）

◆イオン柏店

◆イトーヨーカドーアリオ柏店

◆イトーヨーカドー柏店

◆カインズセブンパークアリオ柏店

◆ピーコックストア豊四季台店

◆マックスバリュ松ヶ崎店

◆ライフ増尾店

◆ロイヤルホームセンター柏

◆ロイヤルホームセンター南増尾

柏市３Ｒ推進店の一部で販売
（ごみの減量に積極的な取り組みを行っている店舗）

今後、販売店舗拡大を予定しています

◆規格：縦５５㎝×横33㎝

柏市指定可燃ごみ袋

小サイズ（20L相当）と

同サイズ。 ※横マチあり、持ち手あり

◆素材：高密度ポリエチレン

一般的なレジ袋と同じで、

引っ張りに強い素材。
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（情報提供）

柏市オフィシャルウェブサイト
リニューアル

担当課：広報広聴課
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令和6年1月16日より

柏市オフィシャルウェブサイトを

リニューアルしました

広報広聴課
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青と白をベースに、市のブランドロゴ

「つづくを、つなぐ。」 の色をちりばめたデザイン

リニューアルのポイント

小さな画面でも操作しやすく
スマホ等の小さな画面でも操作しやすいように画面上部にメニュー
や検索機能を設けました。

約1６,０００ページの導線を見直し
“利用者の視点”を考え、全ページを8つの分類に分けました。

■

生活に密着したアイコンを設置
目で見て直感的にアクセスでき、よく見られているページ
にたどり着きやすくなりました。

■

■

■

広報広聴課


